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編集・発行 松原市議会 〒580-8501  阿保１丁目１番１号  TEL 334-1550 

ＮＯ．１７５ 令和２年５月１日 

令和２年第１回定例会概要 

〇会期 令和２年２月２６日から３月２６日（３０日間） 

〇報告 １件 〇議案 ２８件 〇請願 １件  

〇選挙 １件 〇議会議案 ４件 

Ｐ．２～Ｐ．３   議案に対する質疑 

            議決結果一覧 

Ｐ．４～Ｐ．８   一般質問（代表質問・個人質問） 

Ｐ．８～P．９   委員会協議会での一般質問 

Ｐ．９～Ｐ．１２   予算特別委員会での質疑内容 

        

主 な 内 容 

令和２年第２回定例会審議日程 

（予定） 

６月 ８日（月）  本会議（初日） 

６月１５日（月）  本会議（個人質問） 

６月１７日（水）  本会議（個人質問） 

６月１８日（木）  本会議（個人質問） 

６月２２日（月）  福祉文教委員会 

６月２３日（火）  総務建設委員会 

６月２６日（金）  本会議（最終日） 

 

※上記審議日程はあくまで予定ですので、変更になる

場合があります。あらかじめご了承下さい。 

写真構成：中尾良作議員 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

令

和

元

年

度

松

原

市

一

般

会

計 
補

正

予

算

（

第

４

号

） 

災
害
対
策
事
業 

（総
合
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
等
業
務
委
託
料
の
補
正
） 

問 

総
合
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て 

答 

水
害
や
地
震
等
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
掲

載
す
る
。
ま
た
、
西
除
川
、
東
除
川
、
落
堀
川
の
１
０
０
０
年

確
立
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
が
新
た
に
記
載
さ
れ
る
。  

問 

総
合
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
製
に
か
か
る
経
費
の
内
訳

及
び
配
布
方
法
に
つ
い
て 

答 

デ
ザ
イ
ン
制
作
等
に
３
７
２
万
９
千
円
、
製
版
印
刷
等
諸

経
費
２
８
０
万
５
千
円
、
冊
子
代
に
１
７
１
万
６
千
円
、
製
本
費

用
に
１
６
５
万
円
、
仕
分
け
・
配
送
費
用
に
55
万
円
、
啓
発
用

シ
ー
ル
作
成
に
３
９
０
万
円
と
な
る
。
配
布
は
全
戸
配
布
と
す
る
。 

問 

総
合
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
る
市
民

へ
の
防
災
の
意
識
付
け
に
つ
い
て  

答 

出
前
講
座
等
を
行
い
、
単
に
配
布
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
に
防
災
意
識
を
根
付
か
せ
る
活
動
も
や
っ
て
い
き
た
い
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
デ
ザ
イ
ン
等
は
誰
が
行
う
の
か
に
つ
い
て 

▽
作
成
部
数
・
配
布
方
法
に
つ
い
て   

         

議 案 の 質 疑 に つ い て は 以 下 の と お りで す！ 

市
民
体
育
館
管
理
事
業 

（平
成
30
年
台
風
21
号
に
よ
る
体
育
館
事
業
一
部
停
止
に
係

る
補
償
金
の
補
正
） 

問 

補
正
理
由
と
金
額
の
根
拠
に
つ
い
て  

答 

平
成
30
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
21
号
に
よ
り
、
体
育

館
の
ア
リ
ー
ナ
の
天
井
に
穴
が
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
リ
ー

ナ
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
、
指
定
管
理
者
が
見
込
ん
で
い

た
利
用
料
収
入
が
減
収
し
た
た
め
。
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の

被
害
に
よ
り
被
っ
た
利
用
料
減
収
額
を
算
出
し
た
結
果
約
５

０
０
万
円
と
な
り
、
指
定
管
理
者
と
の
協
議
の
結
果
、
原
因
が

自
然
災
害
と
い
う
こ
と
も
あ
り
２
分
の
１
を
市
が
負
担
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。  

問 

補
償
金
額
は
指
定
管
理
者
と
の
協
定
の
中
で
定
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
は
、
協
議
の
結
果
補
償
金
額
を
決
め
た
の

か
ど
ち
ら
か
。  

答 

協
定
の
中
で
は
、
不
可
抗
力
に
よ
る
リ
ス
ク
分
担
は
定
め

て
い
な
い
。
協
定
に
基
づ
き
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
補
償
金
額

を
決
め
た
。  

問 

今
後
の
算
出
方
法
の
取
り
決
め
に
つ
い
て  

答 
災
害
な
ど
想
定
が
困
難
な
場
合
も
踏
ま
え
て
、
算
出
方

法
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
協
定
の
中
に
不
可
抗
力
に
よ
る
損
失
を
受
け
た
場
合
の
補

償
金
額
を
加
筆
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。  

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
事
業 

（個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
に
係
る
交
付
金
の
追
加
） 

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
数
が
増
加
す
る
と
見
込
ん

だ
根
拠
に
つ
い
て  

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
支
援
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

設
定
支
援
や
、
令
和
３
年
３
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
の
利
用
を
見
据
え
て
増
加
が
見

込
め
る
と
考
え
る
。  

問 

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
数
と
今
後
の
見
込

み
に
つ
い
て  

答 

令
和
２
年
１
月
末
現
在
で
１
６
，
０
０
５
人
分
を
交
付
し
て

ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
ま
つ
ば
ら

に
係
る 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

問 

再
度
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
を
指
定
管
理
者
に
決
定
し
た
経

緯
に
つ
い
て  

答 

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
平
成
27
年
か
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
運
営
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
シ
ー

ト
に
加
え
、
事
業
内
容
、
施
設
利
用
者
数
や
収
支
、
実
績
に
つ
い
て
確

認
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
利
用
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
や
、
全
国
で
１
０
０
０
を
超
え
る
施
設
な
ど
の
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
運
営
も
優
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
次
期
事
業
計
画
の
提
出
を
求
め
選
定
委
員
会

に
て
書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
終
え
て
次
期
指
定
管 

理
者
候
補
者
に
選
定
さ
れ
た
。  

問 

今
後
、
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
が
指
定
管
理
者
を
希
望
さ
れ
な

く
な
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て  

い
る
。
今
後
は
、
３
年
か
け
て
人
口
分
の
交
付
を
計
画
し
て
い
る
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
方
法
に
つ
い
て  

▽
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
事
業
の
内
容
に
つ
い
て  

そ
の
他
の
事
業
に
対
す
る
質
疑 

〇
人
件
費
の
補
正 

▽
職
員
手
当
等
の
退
職
手
当
の
補
正
の
理
由
に
つ
い
て  

▽
退
職
理
由
の
把
握
に
つ
い
て  

▽
早
期
退
職
に
対
す
る
市
の
認
識
に
つ
い
て  

〇
訓
練
等
給
付
事
業 

▽
補
正
予
算
の
計
上
理
由
と
内
容
に
つ
い
て  

〇
新
堂
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業 

▽
ま
ち
開
き
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て  

〇
母
子
健
康
診
査
事
業 

▽
補
正
予
算
の
計
上
理
由
に
つ
い
て  
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

▽
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
給
付
事
業
の
増
額
理

由
に
つ
い
て  

令
和
元
年
度
松
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会

計

補

正

予

算

（
第

２

号

） 

※
議
員
（
委
員
）
の
質
疑
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
を
含
む
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

議 案 質 疑 の つ づ き 

▽
調
整
区
域
内
に
建
設
予
定
さ
れ
て
い
る
建
築
物
に
つ
い
て  

▽
建
築
中
の
車
両
出
入
り
口
と
周
辺
の
交
通
状
況
に

つ
い
て  

 

松
原
市
南
部
大
阪
都
市
計
画
別
所
１
丁
目

地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

令和２年第１回定例会に付議された議案

等の議決結果は以下のとおりです。 

〇令和元年度松原市一般会計補正予算（第４号）  

〇令和元年度松原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）  

〇令和元年度松原市介護保険特別会計補正予算（第２号）  

〇令和２年度松原市水道事業会計予算  

〇令和２年度松原市下水道事業会計予算  

〇令和２年度丹南財産区特別会計予算  

〇令和２年度若林財産区特別会計予算  

〇令和２年度岡財産区特別会計予算  

〇令和２年度大堀財産区特別会計予算  

〇令和２年度小川財産区特別会計予算  

〇令和２年度一津屋財産区特別会計予算  

〇令和２年度別所財産区特別会計予算 

〇令和２年度田井城財産区特別会計予算  

〇交通事故に係る和解の専決処分の承認を求めることについて  

〇松原市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市監査委員に関する条例の一部を改正する条例制定について  

〇議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部     

   を改正する条例制定について 

〇松原市手数料条例の一部を改正する条例制定について  

〇松原市南部大阪都市計画別所１丁目地区地区計画の区域内における建築 

   物の制限に関する条例制定について  

〇スポーツパークまつばらに係る指定管理者の指定について  

〇市道路線の認定及び廃止について  

〇丹南財産区管理委員の選任について  

〇若林財産区管理委員の選任について  

〇一津屋財産区管理委員の選任について  

〇田井城財産区管理委員の選任について  

〇選挙管理委員及び同補充員選挙の件  

〇新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書  

〇大規模災害時の防災・減災・縮災対策のために必要な施設整備等に活用 

   できる「緊急防災・減災事業債」の期間延長を求める意見書  

〇中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書  

〇北朝鮮による弾道ミサイル発射に対する抗議決議  

議長（篠本雄嗣・自由民主党）は通常採決には加わりません。 
賛否同数の時のみ可否を決定します。 

                

                会派・議員名 

 議 案 等    

公明党 自由民主党 日本共産党 
まつばら 

未来 

大阪 

維新の会 

無

所

属 

結果 依

田

眞

美

子 

河

内

 

徹 

中

尾

良

作 

三

重

松

清

子 

中

田

靖

人 

篠

本

雄

嗣 

紀

田

 

崇 

池

内

秀

仁 

植

松

栄

次 

野

口

真

知

子 

福

嶋

光

広 

森

田

夏

江 

河

本

晋

一 

松

井

育

人 

鍋

谷

 

悟 

平

野

良

子 

田

中

厚

志 

令和２年度松原市一般会計予算  〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

令和２年度松原市国民健康保険特別会計予算  〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

令和２年度松原市介護保険特別会計予算  〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

令和２年度松原市後期高齢者医療特別会計予算  〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

子どもの均等割を減免し高すぎる国保料軽減を求める請願  × × × × × ― × × 〇 〇 〇 〇 × × × × × 不採択 

意見書・抗議決議を関係省庁等に提出しました！ 

答 

多
く
の
企
業
に
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
選
考
基
準
と
選
考
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
の

考
え
方
に
つ
い
て  

▽
５
年
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
評
価
が
選
定
委
員
会
で
の
選

考
で
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て  

▽
今
回
、
指
定
管
理
者
の
公
募
は
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て  

▽
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て  

▽
一
社
で
は
競
争
さ
れ
ず
、
公
平
性
の
担
保
が
と
れ

な
い
こ
と
の
認
識
に
つ
い
て  

令
和
元
年
度
松
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補

正

予

算

（

第

２

号

） 

▽ 

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
事
業
の
内
容

に
つ
い
て  
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

         

問 

20
歳
代
30
歳
代
の
転

出
超
過
が
著
し
い
が
、
こ
の

現
状
に
歯
止
め
を
打
っ
て
ま

ち
に
活
力
を
！ 

答 

移
住
・定
住
を
促
進
す

る
対
象
者
の
検
討
や
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
行
い
、
本
市
が

選
ば
れ
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。 

問 

近
隣
他
市
と
の
人
口
獲

得
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め

に
は
新
た
な
思
い
切
っ
た
取

り
組
み
を
急
げ
！ 

答 

20
～
30
歳
代
等
次
世

代
の
松
原
市
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
世
代
に
対
し
て
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
き
た
い
。 

問 

安
心
・安
全
・便
利
は
自

治
体
の
最
低
条
件
。
そ
の
他

に
ま
ち
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
を
市
内
外
へ
。 

答 

企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
確
保
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
安
心
・
安
全
で
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
等
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

観
光
等
、
本
市
の
魅
力
の
確

立
と
情
報
発
信
が
必
要
と

考
え
る
。 

 

問 

人
口
減
少
に
よ
り
今
後

よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
市

税
収
入
や
高
齢
化
に
よ
り

増
大
し
続
け
る
社
会
保
障

関
係
経
費
。
こ
の
財
政
状
況

か
ら
長
期
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

ど
う
描
く
の
か
。 

答 

社
会
保
障
関
連
経
費

の
抑
制
や
公
債
費
の
平
準

化
を
図
る
こ
と
で
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
や
人
を
呼
び

込
む
施
策
に
財
源
を
投
入

で
き
る
と
考
え
る
。 

問 

優
先
順
位
を
再
考
し

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、
税
の

投
入
を
効
果
的
に
！ 

答 

方
向
性
を
し
っ
か
り
堅

持
し
な
が
ら
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
く
。 

 

問 

空
き
家
が
増
え
る
と
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
う
。
土

地
の
流
通
促
進
は
民
間
活

力
を
！
そ
の
た
め
に
は
他

市
に
は
無
い
思
い
き
っ
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
！ 

答 

税
務
部
局
と
連
携
す

る
と
と
も
に
空
き
家
等
対

策
協
議
会
に
て
各
専
門
分

野
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
民

間
事
業
者
に
対
し
て
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
取
り
組
み

等
を
研
究
し
て
い
く
。 

 

問 

国
民
健
康
保
険
・介
護

保
険
は
抜
本
的
な
制
度
改

革
を
国
に
対
し
て
強
く
求

め
て
持
続
可
能
に
！ 

答 

持
続
可
能
な
公
的
保

険
制
度
の
構
築
に
向
け
、
国

の
権
限
・財
源
・責
任
に
お

い
て
一
元
的
に
担
う
よ
う

国
へ
要
望
し
て
い
く
。 

問 

上
下
水
道
の
健
全
経

営
は
、
人
口
流
入
増
が
必

須
。
そ
の
た
め
に
は
こ
こ
で

も
民
間
の
活
力
を
！ 

答 

大
規
模
商
業
施
設
や

企
業
等
の
誘
致
に
よ
り
新

た
な
水
需
要
喚
起
施
策
を

検
討
し
取
り
組
む
。 

 

問 

市
内
に
１
学
年
１
ク
ラ

ス
し
か
な
い
小
学
校
が
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
市

教
委
の
考
え
は
？ 

答 

改
善
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。 

問 

10
年
以
上
も
放
置
を

し
て
き
た
こ
の
小
規
模
学
校

へ
通
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境

改
善
な
く
し
て
真
の
セ
ー
フ

ス
ク
ー
ル
の
実
現
は
な
い
！

一
刻
も
早
く
指
針
を
示
し

て
着
手
を
！ 

答 

今
後
の
都
市
整
備
計

画
等
の
状
況
を
考
慮
し
、
方

向
性
を
示
し
て
い
く
。 

 

問 

観
光
誘
客
・イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
獲
得
の
た
め
に
本
市

が
で
き
る
こ
と
は
？ 

答 

２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
に
職
員
を
派

遣
し
、
積
極
的
に
提
案
を
行

い
観
光
客
誘
客
の
取
り
組

み
を
研
究
し
て
い
く
。 

  

     

  
問 

Ａ
Ｉ
・Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
後

の
職
員
の
働
き
方
や
人
材

育
成
の
変
化
は
？ 

答 

入
力
業
務
の
省
力
化

や
作
業
時
間
の
短
縮
等
の

効
果
が
出
て
い
る
。
今
後
、

研
修
会
等
に
積
極
的
に
参

加
し
、
専
門
的
な
職
員
の
育

成
に
取
り
組
む
。 

        

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て 

１ 

教
育
現
場
に
お
け
る
教

員
の
体
制
に
つ
い
て 

答 

ほ
ぼ
全
員
が
出
勤
。
一

部
は
自
身
の
子
の
た
め
に

休
暇
を
取
っ
て
い
る
。 

２ 

給
食
パ
ー
ト
休
業
補

償
・食
材
補
償
に
つ
い
て 

答 

国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。 

３ 

学
力
問
題
等
全
校
一
斉

休
校
に
よ
る
混
乱
へ
の
対

応
、
保
育
所
や
学
童
保
育
所

な
ど
子
ど
も
に
係
る
施
設

の
方
針
の
明
確
化
及
び
園

庭
開
放
や
図
書
室
開
放
な

ど
子
ど
も
の
居
場
所
を
つ

く
る
よ
う
求
め
た
。 

答 

補
充
授
業
等
は
、
各
学

校
長
と
検
討
す
る
。施
設
は

市
内
全
て
同
じ
レ
ベ
ル
で
実

施
し
、
子
ど
も
の
居
場
所

は
、
今
後
検
討
し
た
い
。 

４ 

市
内
の
施
設
・公
共
施

設
の
開
設
問
題
に
つ
い
て 

答 

公
共
施
設
は
休
館
し
て

お
り
、
市
内
の
施
設
に
は
注

意
喚
起
を
し
て
い
る
。 

５ 

高
齢
者
・障
害
者
へ
の
対

応
の
充
実
や
ぐ
る
り
ん
号

の
運
行
再
開
に
つ
い
て 

答 

予
防
対
策
を
行
っ
た
上

で
対
応
し
て
も
ら
う
よ
う

通
知
し
て
い
る
。
ぐ
る
り
ん

号
は
、
安
心
・安
全
を
最
優

先
に
対
応
を
考
え
る
。 

６ 

医
療
体
制
強
化
な
ど
市

の
方
針
を
明
確
化
し
、
責
任

を
果
た
す
体
制
の
確
立
を

求
め
た
。 

答 

国
や
府
に
対
し
て
強
く

要
望
し
て
い
く
。 

問 

総
合
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
作
成
に
あ
た
り
、
地
域
の

自
主
防
災
の
意
見
を
尊
重

し
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
感
染

症
対
策
を
盛
り
こ
む
こ
と
を 

求
め
た
。 

答 

地
域
の
代
表
が
参
画

し
て
い
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
取
り
組
み
を
掲
載

し
、
そ
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
作
成
す
る
。 

問 

新
図
書
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
十
分
で
は
な
い
実
態

を
示
し
改
善
を
求
め
る
と

と
も
に
高
齢
者
・障
害
者
に

配
慮
し
た
街
づ
く
り
、
公
園

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
野
外
活

本定例会では各会派より代表質問されました！ 

自由民主党 

池内 秀仁 

自由民主党 

中田 靖人 

日本共産党 

森田 夏江 

最
大
の
課
題
は
人
口
減
少 

財
政
長
期
将
来
ビ
ジ
ョ
ン 

空
き
家
対
策
を
急
げ
急
げ 

国
保
・介
護
・上
下
水
道 

真
の
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
を 

２
０
２
５
大
阪
関
西
万
博 

Ａ
Ｉ
・Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
へ 
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動
セ
ン
タ
ー
な
ど
老
朽
化

施
設
の
改
修
を
求
め
た
。 

答 

新
図
書
館
は
、
既
存
の

対
応
に
加
え
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
音
声
案
内
を
開
始
す
る
。

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、

令
和
２
年
度
に
完
了
す
る
。

改
修
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

公
園
等
を
整
備
し
て
き
た
。

問 

魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
発
掘
、
歴
史
街
道
を
花

街
道
に
す
る
な
ど
観
光
政

策
を
提
案
し
た
。 

答 

今
後
も
観
光
協
会
と

施
策
を
実
施
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。 

問 

多
胎
児
支
援
策
を
は
じ

め
学
童
保
育
等
の
充
実
、
雨

の
日
公
園
な
ど
子
育
て
支

援
の
充
実
を
求
め
た
。 

答 

多
胎
児
支
援
は
、
健
康

診
査
の
助
成
を
拡
充
し
、
学

童
保
育
は
、資
格
を
有
す
る

職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
雨

の
日
公
園
は
、
各
公
共
施
設

を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。 

問 

市
民
の
知
恵
を
借
り
た

空
き
家
活
用
を
提
案
し
た
。 

答 

平
成
30
年
度
か
ら
流

通
促
進
を
図
る
施
策
を
実

施
。
今
後
も
研
究
す
る
。 

   

          
問 
中
小
企
業
等
の
事
業

者
へ
の
支
援
策
や
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
市
民
へ
の
支

援
策
の
周
知
徹
底
は
？ 

答 

国
の
状
況
を
注
視
し
、

情
報
提
供
を
行
う
。 

問 

小
中
学
校
休
業
中
の
校

区
内
巡
視
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

校
区
内
巡
視
は
、
適
宜

実
施
す
る
。 

  

問 

施
政
方
針
に
お
い
て
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
と
言
わ

れ
た
が
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
の
考
え
を
問
う
。 

答 

自
主
財
源
の
確
保
を

図
り
、
行
財
政
改
革
を
推

進
さ
せ
る
こ
と
で
安
定
し

た
財
政
運
営
に
努
め
る
。 

問 

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
お
け
る
補
正
予
算

の
原
因
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

高
齢
化
の
進
展
と
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
る
１

人
当
た
り
の
給
付
費
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。 

問 

国
民
健
康
保
険
の
累

積
赤
字
は
、
経
過
措
置
期
間

満
了
の
令
和
６
年
ま
で
に
解

消
は
可
能
か
否
か
。 

答 

予
測
は
難
し
い
が
、
毎

年
度
、
平
均
的
に
減
ら
せ
る

と
考
え
る
。 

  

問 

国
連
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
を
行
動
の
10
年
と
し
て

取
り
組
み
の
強
化
を
訴
え

て
い
る
。
本
市
の
取
り
組
み

と
市
民
啓
発
に
つ
い
て
問
う
。 

答 
協
働
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
様
々
な
取
り
組
み
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
つ
な
が

り
、
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
、
情
報
発
信
を
行
い
広
く

周
知
す
る
。 

問 

文
部
科
学
省
は
、
新
学

習
指
導
要
領
の
前
文
で
持

続
可
能
な
社
会
の
作
り
手

を
育
て
る
こ
と
を
明
記
し

た
。
本
市
教
育
の
役
割
と
今

後
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
新

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
Ⅰ
Ｓ

Ｓ
と
共
に
取
り
組
み
を
進

め
る
。 

  

問 

大
規
模
災
害
が
頻
発

す
る
昨
今
、
市
民
と
行
政
と

の
正
し
い
情
報
共
有
が
不

可
欠
、
取
り
組
み
を
問
う
。 

答 

防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
安
心
・安
全
メ
ー

ル
、
防
災
ア
プ
リ
な
ど
を
導

入
。
さ
ら
に
、
町
会
や
防
犯

協
議
会
に
よ
る
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
導
入
も

併
せ
て
実
施
。 

           
問 
導
入
後
５
年
が
経
過
、

来
年
か
ら
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
開
始
。
普
及
促
進

の
取
り
組
み
と
コ
ン
ビ
ニ
交

付
時
期
を
問
う
。 

答 

交
付
窓
口
拡
大
と
し
て

月
１
回
の
日
曜
日
の
開
庁

や
申
請
手
続
の
支
援
等
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
る
。 

  

問 

職
員
が
喜
々
と
し
て
働

け
る
職
場
環
境
と
は
？ 

答 

課
内
で
忌
憚
の
な
い
意

見
を
出
し
合
え
議
論
が
で

き
、
チ
ー
ム
で
一
つ
の
仕
事

を
仕
上
げ
る
風
通
し
の
よ

い
職
場
環
境
で
あ
る
と
考

え
る
。 

  

問 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
窓
口
を
開

設
し
、
応
募
出
来
る
仕
組
み

作
り
を
す
べ
き
。 

答 

庁
内
関
係
部
署
と
連

携
し
、
情
報
提
示
を
検
討
し

人
材
確
保
に
努
め
る
。 

      

     

          

問 

大
規
模
災
害
に
備
え

て
、
地
域
防
災
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
住

民
ど
う
し
が
「
顔
の
見
え

る
関
係
」を
構
築
す
る
こ
と

が
、
共
助
の
観
点
か
ら
大
変

重
要
で
あ
る
。
こ
の
「
顔
の

見
え
る
関
係
」の
基
礎
と
な

る
町
会
や
自
主
防
災
組
織

が
行
う
防
災
訓
練
等
の
活

動
に
対
し
て
、
行
政
が
側
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

地
域
の
主
体
的
な
防
災
活

動
を
推
進
す
る
意
味
で
大

変
重
要
と
考
え
る
。
現
在
、

地
域
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

や
取
り
組
み
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
？ 

答 

本
市
で
は
、
大
規
模
災

害
に
備
え
て
、
地
域
住
民
に

よ
る
組
織
的
な
防
災
活
動

を
行
う
自
主
防
災
組
織
の

活
動
促
進
を
図
る
た
め
、

組
織
の
育
成
や
活
動
に
対

代表質問の続き 

公明党 

三重松 清子 

まつばら未来 

河本 晋一 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て 

令
和
２
年
度
予
算
と
今
後

に
つ
い
て 

※ 1

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
本
市
事
業

に
つ
い
て 

災
害
時
等
の
情
報
共
有
に

つ
い
て 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
に
つ
い
て 

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
に
つ
い
て 

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

人
材
確
保
に
つ
い
て 

災
害
に
対
す
る
継
続
し
た

備
え
を 

※１ SDGs＝Sustainable Development Goalsの略。17のグローバル目標と169のターゲットからなる国連の持続可能な開発目標。 
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す
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
防
災
力
の
強
化
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
か
ら
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
策
定
す
る
地
区

防
災
計
画
に
つ
い
て
、
自

助
・
共
助
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、
計
画
策
定

に
要
す
る
費
用
を
支
援

し
、
さ
ら
に
、
防
災
士
の
資

格
取
得
費
用
に
つ
い
て
、
地

域
防
災
の
中
心
的
な
担
い

手
と
な
る
防
災
士
の
増
加

を
促
進
す
る
た
め
全
額
補 

助
を
し
て
い
く
。 

  

問 

地
域
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
防
災
活
動
に
お

い
て
は
、
様
々
な
関
係
機
関

と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
近
年
発
生
し
て
い
る

想
定
外
の
災
害
に
備
え
る

為
に
、
地
域
と
一
緒
に
な
っ

て
十
分
な
協
議
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
様
な
中

で
、
本
市
の
危
機
管
理
部
署

に
お
い
て
人
員
増
を
含
ん
だ

よ
り
一
層
の
体
制
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
？ 

答 

危
機
管
理
課
で
災
害

の
ほ
う
を
担
っ
て
お
り
、
自

主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ

や
、
ま
た
、
立
ち
上
が
っ
て

い
な
い
地
域
の
方
々
も
、
自

主
的
に
周
り
の
町
会
等
の

動
き
の
中
で
、
や
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
意
識
も
高

ま
っ
て
い
る
。
災
害
に
対
し

て
の
地
域
の
方
々
に
自
助

を
訴
え
て
お
り
、
意
識
は
か

な
り
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
危

機
管
理
課
へ
の
相
談
件
数

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
全

庁
的
な
問
題
も
あ
る
が
、

き
ち
っ
と
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

   

問 

３
月
に
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
市
の
防
災
総
合
訓

練
の
テ
ー
マ
は
【
訓
練
を

止
め
る
な
】で
あ
る
。
継
続

し
た
備
え
が
重
要
で
あ
り
、

地
域
を
支
え
る
、
後
押
し
で

き
る
取
り
組
み
を
お
願
い

し
た
い
。 

答 

今
後
と
も
地
域
防
災

力
の
要
と
な
る
団
体
や
個

人
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、

主
体
的
に
行
う
防
災
活
動

を
促
進
さ
せ
な
が
ら
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。 

  

          

問 

道
路
沿
い
だ
け
が
開
発

さ
れ
て
も
、
大
き
な
ま
ち
づ

く
り
は
期
待
で
き
な
い
が

松
原
市
と
し
て
、
ど
ん
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
？ 

答 

三
宅
地
区
に
お
い
て
、

３
月
に
は
土
地
区
画
整
理

準
備
組
合
が
設
立
さ
れ
る

予
定
。
令
和
２
年
度
は
、
本

市
に
よ
る
調
査
、
測
量
を
実

施
す
る
予
定
。 

 

問 

子
ど
も
の
フ
ロ
ア
の
利

用
状
況
が
聞
き
た
い
。 

答 

貸
出
点
数
は
、
旧
松
原

図
書
館
が
１
か
月
で
約
４
千

７
百
点
。
新
図
書
館
で
は
１

か
月
で
約
２
万
４
千
点
と
５

倍
に
な
っ
て
い
る
。 

問 

読
書
通
帳
の
作
り
方 

と
入
手
方
法
を
聞
き
た
い
。 

答 

図
書
カ
ー
ド
を
お
持 

ち
の
方
が
、
新
図
書
館
で 

申
込
書
の
紙
を
１
枚
書
く 

と
す
ぐ
に
発
行
。
作
成
料 

金
は
百
円
。中
学
生
以
下
は 

無
料
。 

 

問 

大
阪
市
で
学
校
給
食
の

無
償
化
を
検
討
し
て
い
る
が

松
原
市
の
考
え
は
。 

答 

経
済
的
に
困
難
な
家

庭
に
、
生
活
保
護
に
よ
る
教

育
扶
助
や
就
学
援
助
制
度

で
、
学
校
給
食
費
の
全
額
援

助
。
学
校
給
食
費
無
償
化

は
、
財
源
な
ど
の
観
点
か

ら
、慎
重
に
検
討
を
要
す
る
。 

 

問 

子
ど
も
の
悩
み
は
子
ど

も
自
身
か
ら
聞
く
べ
き
で

あ
り
、そ
れ
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
有

効
と
考
え
る
が
。 

答 

社
会
の
変
化
に
対
応
し

た
相
談
の
ツ
ー
ル
を
用
い
る

こ
と
は
有
効
と
認
識
。
大
阪

府
が
実
施
し
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
相
談
等
を
大
い
に
活
用

し
、
子
ど
も
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
。 

  

問 

支
援
が
必
要
な
児
童

に
、
就
学
相
談
で
専
門
家
に

よ
る
発
達
検
査
を
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
ど
う
い
っ

た
内
容
か
？ 

答 

小
学
校
入
学
前
に
保

護
者
の
希
望
で
実
施
。
早
期

か
ら
児
童
の
特
性
に
適
し

た
指
導
を
実
施
。 

  

問 

松
原
市
で
も
少
子
化
が

進
む
中
、
小
中
一
貫
校
等
の

創
設
も
考
え
て
い
る
の
か
？ 

答 

中
学
校
区
の
現
状
に

応
じ
た
検
討
が
必
要
。 

 

問 

就
労
支
援
な
ど
、
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
令
和
元
年
度
に
保
護

か
ら
自
立
し
た
人
数
は
？ 

答 

自
立
は
42
件
。 

問 

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進

み
、
年
金
だ
け
で
は
生
活
が

困
難
と
な
り
、
生
活
保
護
者

の
増
加
は
必
至
で
あ
る
。
本

市
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。 

答 

被
保
護
者
の
医
療
費

適
正
化
を
目
的
に
健
康
管

理
支
援
に
取
り
組
む
。 

       

   

     

問 

２
０
２
０
年
度
の
大 

阪
府
の
標
準
保
険
料
率
が

示
さ
れ
た
。
国
保
料
が
前

年
度
よ
り
上
が
っ
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
何
か
？

又
、
松
原
市
の
保
険
料
率
は

ど
う
か
？  

答 

原
因
は
、
給
付
費
が
伸

び
て
い
る
こ
と
。
保
険
料
率

は
、
激
変
緩
和
後
の
保
険

料
に
直
近
の
被
保
険
者

数
、
ま
た
は
所
得
の
状
況

等
を
勘
案
し
、
６
月
ま
で
に

決
定
し
た
い
。 

問 

松
原
市
の
国
保
料
は
府

下
で
一
番
高
い
が
引
き
下

げ
は
で
き
な
い
か
？  

答 

独
自
に
保
険
料
率
を

引
き
下
げ
る
状
況
に
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。 

問 

２
０
１
９
年
度
決
算
で

約
１
億
４
７
０
０
万
円
の
黒

字
が
出
た
が
、
保
険
料
引
き

下
げ
の
財
源
に
使
う
べ
き
で

は
な
い
か
？  

答 

本
市
に
お
い
て
は
、
累

代表質問の続き 

大阪維新の会 

鍋谷 悟 

日本共産党 

野口 真知子 

本
定
例
会
で
の
個
人
質
問 

地
域
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が

出
来
て
い
る
か 

地
域
が
自
ら
考
え
、話
し
合

い
、
行
動
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
を 

阪
神
高
速
大
和
川
線
沿
道

の
ま
ち
づ
く
り
の
予
定
は
？ 

読
書
の
森
に
つ
い
て 

子
ど
も
た
ち
の
発
達
障
害 

に
つ
い
て 

小
中
学
校
の
適
正
規
模
に

つ
い
て 

生
活
保
護
の
適
正
化 

子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て 

学
校
教
育
に
つ
い
て 
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積
赤
字
を
抱
え
て
い
る
状

況
な
の
で
、
そ
の
財
源
に
つ

い
て
は
解
消
に
充
て
る
こ
と

に
な
る
。 

問 

国
保
の
財
源
に
一
般
会

計
繰
入
金
を
投
入
し
市
独
自

減
免
を
行
う
べ
き
で
は
？  

答 

運
営
方
針
で
、
減
免
に

充
当
す
る
た
め
の
法
定
外

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
は
解
消
す
べ
き
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。 

問 

介
護
保
険
減
免
制
度

を
充
実
す
べ
き
。 

答 

法
定
減
免
と
独
自
減

免
の
２
つ
の
減
免
が
あ
る
。 

問 

特
養
入
所
者
の
現
状
と

施
設
の
増
設
は
ど
う
考
え

る
か
？  

答 

入
所
申
込
者
で
大
体 

１
０
０
名
前
後
の
方
が
入
所

待
ち
の
状
況
で
あ
る
。 

問 

介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
の
徹
底
を
。 

答 

国
、
府
に
対
し
、
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。 

問 

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
よ
。 

答 

雇
用
の
創
出
と
促
進
に

重
点
を
置
き
、
市
内
既
存

の
企
業
の
流
出
を
防
止
し
、

安
定
的
な
雇
用
を
確
保

し
、
定
住
人
口
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
い
く
。 

  

      

   

今
後
、
長
期
化
や
「
新
型

イ
ン
フ
ル
特
措
法
」
改
正
、

市
内
の
感
染
拡
大
も
想

定
さ
れ
る
。 

問 

負
担
を
分
散
で
き
る

体
制
の
構
築
が
必
要
。 

答 

確
立
さ
れ
て
い
な
い
部

分
も
あ
り
、
考
え
て
行
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。 

問 

危
機
管
理
課
は
自
然

災
害
時
だ
け
で
は
な
く
感

染
症
対
策
で
も
市
民
へ
の
情

報
提
供
、
連
絡
調
整
、
各
部

の
集
約
を
担
い
役
割
を
果

た
す
べ
き
。 

答 

今
後
考
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

問 

市
民
へ
の
よ
り
迅
速
な

意
思
決
定
、
判
断
根
拠
の
公

開
、
多
言
語
化
も
含
む
丁
寧

な
情
報
提
供
を
。 

答 

改
善
の
余
地
が
あ
る

の
で
、
考
え
て
い
き
た
い
。 

問 

小
中
学
校
の
休
校
は
通

知
か
ら
開
始
ま
で
の
期
間

が
短
か
っ
た
。
現
状
の
共
有

と
早
め
の
連
絡
を
。 

答 

先
手
を
打
っ
て
対
策
が

取
れ
る
よ
う
府
へ
も
情
報

提
示
を
要
望
す
る
。 

 

市
民
の
施
設
を
市
民
に
代

わ
っ
て
運
営
し
て
い
る
市
の

責
任
は
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
運
営
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
。 

問 

運
営
内
容
を
正
確
に
評

価
で
き
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
が
必
要
。
利
用
者
満

足
度
・外
部
評
価
の
導
入

と
、
評
価
方
法
の
見
え
る

化
・ル
ー
ル
化
を
。 

答 

十
分
検
討
し
て
い
く
余

地
は
あ
る
。
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。 

 

問 

廃
棄
さ
れ
る
給
食
の

量
は
ど
の
く
ら
い
か
。 

答 

１
日
約
５
３
０
人
分
、 

１
校
約
75
人
分
。 

問 

「
給
食
が
足
り
な
い
」と

言
っ
て
い
る
子
も
い
る
の
で
、

捨
て
ず
に
行
き
渡
る
よ
う

に
対
策
を
。 

答 

衛
生
面
の
管
理
、
確
保

は
課
題
だ
が
、
工
夫
は
あ
り

得
る
。 

        

問 

教
室
を
移
動
せ
ず
に
エ

ア
コ
ン
の
き
い
た
環
境
で
学

習
で
き
る
よ
う
に
改
善
す
べ

き
だ
。 

答 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
環
境
が
で
き
た

と
考
え
る
。 

問 

特
別
教
室
な
ど
が
普

通
教
室
に
転
用
さ
れ
、
夏
期

使
用
で
き
な
か
っ
た
点
を
改

善
す
べ
き
だ
。 

答 

学
校
全
体
で
エ
ア
コ
ン

を
有
効
活
用
し
て
い
る
。 

問 

避
難
場
所
と
な
る
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。 

答 

現
時
点
で
、
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。 

問 

通
学
路
の
安
全
確
保
と

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を
。 

答 
学
校
管
理
職
等
に
よ

る
全
て
の
通
学
路
の
点
検

を
実
施
。
洋
式
ト
イ
レ
は
計

画
的
に
整
備
す
る
。 

  

問 

全
学
年
30
人
学
級
実

施
を
最
優
先
す
べ
き
だ
。 

答 

効
果
の
あ
る
習
熟
度

別
の
分
割
授
業
を
活
用
。 

問 

教
師
の
多
忙
化
解
消
に

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
か
。 

答 

勤
務
時
間
管
理
簿
を

活
用
し
時
間
外
勤
務
時
間

数
の
縮
減
に
努
め
、
ま
た
、

小
学
校
の
専
科
教
員
の
配

置
を
要
望
。 

問 

英
語
教
育
の
指
導
体

制
は
ど
ん
な
形
で
。 

答 

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
加
え
英
語
の

加
配
教
員
を
適
宜
配
置
。 

問 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト 

の
今
後
の
予
定
は
？ 

答 

小
学
校
高
学
年
に
力

だ
め
し
テ
ス
ト
を
実
施
予

定
。 

問 

不
登
校
は
、
深
刻
な 

問
題
。
ど
ん
な
取
り
組
み
を 

し
て
い
る
の
か
。 

答 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
相
談
支
援
等

実
施
。 

問 

夏
休
み
短
縮
の
趣
旨

は
？ 

答 

学
習
指
導
要
領
改
訂

に
伴
う
授
業
時
数
の
確
保
。 

問 

短
縮
を
試
行
し
て
元
に

戻
す
こ
と
は
あ
る
の
か
。 

答 

様
々
な
意
見
を
聞
き

決
定
す
る
。 

        

問 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ 

の
海
洋
流
出
が
、
海
洋
生 

物
へ
深
刻
な
影
響
を
与
え 

て
お
り
、
そ
の
削
減
に
つ 

い
て
は
、
国
や
自
治
体
、 

製
造
会
社
等
一
丸
（
い
ち 

が
ん
）
と
な
っ
て
取
り
組 

ん
で
い
く
問
題
と
考
え
る
。

行
政
と
し
て
は
、
海
洋
流 

出
を
防
ぐ
べ
く
、
徹
底
し
て

プ
ラ
ゴ
ミ
は
収
集
し
処
分
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？ 

答 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み 

の
削
減
や
、
さ
ら
な
る
減

量
化
・
資
源
化
を
図
る
な

ど
、
循
環
型
社
会
を
構
築

す
る
た
め
に
、
今
後
も
効
果

的
な
情
報
発
信
を
行
う
。 

問 

汚
れ
た
プ
ラ
ゴ
ミ
を 

可
燃
ゴ
ミ
で
収
集
す
る
こ 

と
で
、
減
量
化
や
コ
ス
ト 

削
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。 

答 

汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ 

ク
製
品
は
可
燃
ご
み
で
出

し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願

い
し
て
お
り
、
今
後
も
広 

大阪維新の会 

平野 良子 

日本共産党 

福嶋 光広 

日本共産党 

植松 栄次 

長
期
化
を
想
定
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
体
制
づ
く
り 

新
図
書
館
の
運
営 

中
学
校
給
食
の
量 

健
や
か
な
教
育
に
30
人
学

級
が
一
番
効
果
的
！ 
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く
周
知
し
て
い
き
た
い
。 

問 
不
燃
物
・粗
大
ご
み

電
話
申
し
込
み
制
が
始
ま

り
３
年
が
経
過
。
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
導
入
な
ど
評
価

す
る
一
方
、
ご
み
出
し
に

お
困
り
や
家
に
溜
め
て
い

る
方
々
に
年
間
２
度
で
も

定
期
収
集
で
き
な
い
か
？ 

答 

ふ
れ
あ
い
収
集
を
し

て
い
な
い
高
齢
者
の
方
に

対
し
て
は
、
職
員
等
に
よ

る
巡
回
等
を
活
用
し
、
ご

み
出
し
の
見
守
り
を
す
る

な
ど
、
高
齢
者
の
方
が
孤

立
し
な
い
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
、
福
祉
・

健
康
部
局
と
連
携
し
、
研

究
を
進
め
て
い
る
。 

問 

新
し
い
図
書
館
は
い 

い
評
価
の
一
方
で
、
「
汚
い

外
壁
は
こ
の
ま
ま
」
「
自

転
車
置
き
場
が
少
な
す
ぎ

る
」な
ど
、
市
民
の
声
に
応
え

て
い
く
姿
勢
は
あ
る
の
か
？ 

答 

新
図
書
館
は
、
古
墳

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
の
外
観
と
な
っ

て
い
る
。
駐
輪
場
は
、
図
書

館
の
北
側
と
文
化
会
館
の

東
側
に
整
備
し
て
お
り
、

今
後
も
利
用
者
の
利
用
状

況
等
を
見
な
が
ら
適
切
に 

対
応
し
て
い
き
た
い
。 

委員会協議会において以下の委員が一般質問を行いました！ 

〇飼い主のいない猫対策について

猫好きな人も嫌いな人も住みやすい街にするための取組みを市として進めるべき。終始

飼養はもちろん、猫と共存しながら減らす活動への市民の理解や関心を高める周知・啓

発は市の役割。今まで以上に府の事業活用などにも市民と連携して積極的に取組んで

ほしい。

 

 

 

 

問 本市のインクルーシブ教育の認識、取り組み及び成果等について  

答 インクルーシブ教育については、障害のある方が積極的に  

     参加、貢献していくことができる共生社会の形成に向けて大 

     変重要であると認識している。本市の取り組みとして障害の   

     ある、また障害のない児童生徒が共に学ぶ仕組みづくりの構 

     築を目的に学校体制や事業のあり方を見直し、日々改善を 

     図っている。成果として、教室などの黒板の周りに掲示物を 

     過度に張らないなどの教室の環境整備や保護者とのつなが 

     り、すべての児童生徒にとって居場所のある学級集団づくり 

     の取り組みを充実して進めている。  

問  ユニバーサルデザインフォントの導入効果及び導入について  

答  支援が必要である児童生徒にとって効果があるということは、 

       すべての児童生徒にとっても教育効果があると期待できる 

       と認識しており、ユニバーサルデザインフォントを活用し実 

       践していきたいと考えている。  

中田 靖人 委員 

問 保育所入所等に係る市の対応や障害のある子への加配基 

      準について  

答 申込時に就労状況、世帯の状況等提出していただいたもの 

      を点数化し、高いものから順に１月から３月にかけて選考し 

      決定。希望通りの保育所に入れなかった場合には転園とし 

      て再申請していただいて進めている。 

      また、支援を要するお子さんに対し、年度途中でも保育士、 

      臨床心理士など相談しながら対応している。  

問 学習指導要領の改訂で学習内容が増え、発達障害の子ど 

      もが増えている下で全ての小中学校に通級教室を設置す 

    る必要性についてどう考えるか。  

答 通級教室の設置は、通常の学級に在籍する課題のある児 

      童生徒の特性にあわせた個別の指導を行うには重要であ 

      ると認識し、毎年府へ増要求している。 

福嶋 光広 委員 

問 コロナ対策の１つである小中学校の休校による子どもの居    

      場所の確保、学童保育の現状及び収入減等打撃を受けた 

      方々への対応措置について  

答 校庭や図書室の開放を予定しており、開放時期等の周知     

      は、保護者への一斉メールを活用する予定（3/19現在）。ま  

      た、学童保育については、児童のみならず職員も手洗いう 

      がいの徹底を図り学校とも連携しながら進めている。調理 

      パート等の減収については、松原学校給食株式会社と連 

      携し、国の対応を注視しながら法令に則った適切な対応を 

      検討する。  

問 デイサービス事業所や学童保育現場で衛生用品等不足し 

      ている課題に対し「災害救助物資の緊急調達等に関する  

      協定」を締結している事業者から優先的に市へ提供しても   

   らうのはどうか。 

答  可能な物品から提供していただけるようになっている。  

森田 夏江 委員 

問 道路の保守点検に関する各事業について  

答 路面下に空洞があるか判断する空洞化調査の実施や道路 

      に関するデータに加え上下水の埋設情報・空洞化調査の   

      データも含まれる道路情報の蓄積が一目でわかる道路台帳 

      の電子化を行っている。令和２年度から新しい取り組みとし 

      て、ＬIＮＥによる通報システムを導入する。道路の不具合  

      を写真にとりＬIＮＥを活用して市へ通報するもので、簡単に 

      連絡でき市にとっては場所の特定や現場に起きている状況  

      把握が容易にできるメリットがある。多くの情報が集まること  

      から事前に予防的な補修が可能となり市民の安心安全につ 

    ながることや事故を未然に防ぐ効果があると考える。  

問   ゴミの減量とリサイクルの促進について  

答  今後のごみ減量に向けた取り組みとしてこれまでの３Ｒの推 

      進の取り組みに加え、マイバックやマイボトルの推進及び市  

    民や事業者、関係団体と連携し、食品ロスの削減に取り組 

      む。また、リサイクルの推進には市民の協力が必要であり周 

      知啓発を行っていく。  

三重松 清子 委員 
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令和２年度当初予算について審査を行いました！！ 

主な質疑については以下のとおりです。 

訪問理容サービスの運営助成を行うことにより、外出困難な 

高齢者の福祉の増進を図る。  

問 令和元年度の実績について  

答  令和2年1月末の実績については、現時点で72人が申 

      請しており、利用実績が65枚となっている。 

問 利用者さんの様子を聞いたりする必要もあると思うが 

      どうか。 

答 訪問理容の助成に行かれた理容店の登録店舗が、現 

      在17件である。気になるような方がいれば、ケアマネー 

      ジャーや社会福祉協議会等に連絡が入ることになってい 

      るが現時点では相談を受けていない。  

その他の質疑  

     予算積算人数、介護度による内容の相違について 

高 齢 者 訪 問 理 容 運 営 助 成 事 業 ふ れ あ い 人 権 文 化 セ ン タ ー 総 合 相 談 事 業 

日常生活上の様々な問題に対して、問題解決を支援するた

めの総合相談事業を実施する。また、引きこもり等の課題を

かかえた若者・家族の相談、自立のためのセミナー等を実施 

する。 

問 認知度向上のための周知・啓発方法について 

答 現在、はーとビュー（人権交流センター）で実施している 

      ことを周知しているが、今後も引き続き情報発信と啓発 

      を実施していきたい。 

問 引きこもり等の相談への取り組みについて 

答 ご家族やお知り合いの方からお話を聞き、庁内や関係機 

      関と連携し、家から一歩踏み出せるようなアクションを 

      とっていくような取り組みをしている。 

その他の質疑 

     人件費・報償費の内容、相談実績・内容、引きこもり対策 

     の相談件数について 

問 「歩いて暮らせるまちづくり」を目指して市内の公共交通ネッ   

      トワークを形成することは地域活性化にもなる。取り組む意 

      義が大きいが全国の取り組み状況と比べて遅れている。 

   まずは市民の移動実態の調査、市民を巻き込んだ協議、計 

      画策定等から早急に始めるべきだと思うが、いかがか。  

答 さらに便利な公共交通網となるよう改善を図り、今後、他の 

     公共交通事業の動向を注視しながら、他市の事例や公共交 

     通に関する法律、国の支援など総合的に研究していきたいと 

     考える。  

問 それらを実施するには今の体制では難しい。専任担当者の 

      配置及び体制強化から始めるべきだがどうか。 

答 今後、人員配置や機構改革等検討しなければならないと考 

      える。  

平野 良子 委員 

問 松原市にたくさんある歴史遺産を観光資源としてどのように 

   発掘し、発展させるのか市の考えは。  

答 観光協会と連携し、本市の観光資源の掘りおこしや磨き上げ 

      を行い、1人でも多くの方に知ってもらうためホームページや 

      ＳＮＳ等を活用し情報発信を行ってきた。今後は地域の方々 

      との協働による取り組みを考え、本市への観光誘客につな 

      げたいと考える。  

問 市内の中小零細企業の融資制度について  

答 大阪府の中小企業融資制度による大阪府市町村連携型中 

      小企業融資のあっせんを行うとともに、融資に係る信用保証 

      料及び利子の一部を補給することにより、中小企業や小規 

      模事業者の方々の経営の安定を図っている。  

野口 真知子 委員 

本会議・委員会の様子は、市ホームページを経由してＹｏｕＴｕｂｅで視聴することができますので、是非ご覧ください。 

ホームページへはこちらのQRコードからアクセスできます。 

もしくは、http://www.city.matsubara.lg.jpよりアクセスをお願いします。 

スマホでスキャンしてや！！ 

松原市議会
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障 害 児 通 所 給 付 事 業 

障害児に対し、児童福祉法を基本として、通所により基本的

な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練の

提供や、保育所等への訪問により集団生活の適応のための

専門的な支援等を行う。 

問  医療的ケアが必要な障害児のデイサービス等の利用に    

      ついて 

答 医療的ケアの必要な児童については、教員などの医療 

      的処置が必要であり、医療的措置を安心して受けるため 

      に、支援学校の近くなどの事業所など、看護師の常駐し 

      ている施設、事業所を利用されていると聞いている。  

問  身近な地域で、医療的ケアを受け入れる、安心して受け 

      られる放課後デイサービスについて 

答 医療的ケア児を受け入れできる事業者が増えてきている 

      が今後についても、医療的ケアの必要な児童が安心し 

      て放課後等デイサービスを利用できるように、市内事業 

      所に働きかけを行う。 

その他の質疑  

      医療的ケアの必要な障害児の利用状況・市内の利用可 

      能な事業所の有無、医療的ケアを受けることができる事 

      業所の設置について  

国 際 化 教 育 推 進 事 業 

コミュニケーション能力の育成を中心とした小学校外国語科及

び外国語活動の一層の充実を図り、中学校での英語力の向

上を目指しスコア型英語四技能検定を実施する。またJETプロ

グラムを活用して英語指導助手の小中学校への配置を拡充

する。さらに、国際的な視野を広げるため、台湾台北市との教

育交流の推進を図る。帰国・渡日し、日本語指導を必要とする 

子どもたちに対する指導協力員の配置を行う。 

問 JETプログラムの導入による効果について 

答 全ての中学校に外国人の先生がいる体制になることで、   

      英語の授業はもちろん、その他の教育活動の場面でも、 

      英語や外国の文化に触れることができる。また、校区の 

      小学校にも積極的に出向くことにより、英語教育の充実を 

      図ることができると考えている。 

問 JETプログラムの現時点での課題について 

答 外国人の先生方が、安心して学校で指導するために生活 

     の支援体制づくりが挙げられる。 

問 今後の展望について 

答 今後も、教員の指導力の向上と、教育委員会の指導を充 

      実させて、子どもたちが進んで英語を学び、自分の思いを 

      外国の方々と語り合える、真の国際人を育てていけるよう 

      に、取り組みを進めていきたい。 

その他の質疑 

     予算額、教員の負担、スケジュール、国際交流事業等について 

支 援 教 育 運 営 事 業 （ 小 ・ 中 学 校 ） 

市立小中学校において、主に通常学級に在籍するLD・ADHD

等の学習や学校生活上で支援が必要な児童生徒や、肢体

不自由等介助が必要な児童生徒に対して、教育支援員や介

助員を配置し、支援教育の充実を図る。 

問 介助員の配置基準について 

答 就学相談において保護者の要望を聞き、児童の様子も 

      見た上で、障害者手帳を持っている、あるいは療育手帳 

      のA及びAに相当する児童について介助員を配置している。 

問 医療的ケアの看護師の配置基準について 

答 就学相談の結果、医師の指示のもと、医療的ケアが必要 

      であれば配置している。 

問 支援員・介助員の人材確保について 

答 現在配置している人に、来年度もやりたいと思ってもらう 

      ために、教育支援員や介助員の職務を学校に伝え、適 

      正な運用とともに、教職員との信頼関係を結びながら、 

      やりがいを持っていただけるよう、各学校に指示している。 

その他の質疑 

      経費の内訳、予算額の微増理由について  

庁 舎 管 理 事 業 

光熱水費等のほか、庁舎設備の維持及び運営管理に伴う委

託等経費 

問 庁舎LED化の導入方法について 

答 庁舎全体の照明をリースによりLEDに交換することにより 

      コストの削減を図り、経費を平準化していく。 

問 費用対効果について 

答 ７０％の省エネの場合約３６０万円の減額となり、蛍光灯 

      の購入費や処分費を合わせると約４００万円の減額となる。 

問 リース期間について 

答 ５年を予定している。 
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災 害 救 助 事 業 

近い将来に起こるとされる巨大地震等の大規模災害に備

え、必要となる食糧や生活必需品等の備蓄の拡大を図る。ま

た、備蓄している粉ミルクについて、アレルギー非対応分を

利用しやすい液体ミルクに移行する。 

問 導入する液体ミルクの内容について 

答 賞味期限が１年の缶タイプのもの。 

問 備蓄品（食料品）の更新方法について 

答 賞味期限間近の備蓄品については、防災訓練や炊き 

      出し訓練に提供し、活用していただいている。 

その他の質疑 

     予算減額理由、新たな備蓄品、液体ミルクの導入数、 

     導入数の根拠、食料品の備蓄量、備蓄量の決め方に 

     ついて 

観 光 協 会 運 営 管 理 事 業 

市内に所在する魅力的な産業、食、文化、歴史等をテーマに

した観光プログラムを拡充し、市内外に向けて広く情報発信

することで、本市への来訪者増加及び地域活性化に努める

松原市観光協会が実施する事業に対し、補助を行う。 

問  観光プログラムの集客状況について 

答 ２８プログラムを用意していたが、新型コロナウイルス 

     感染拡大防止の影響により、５プログラムが中止となった  

     ため、２３プログラム。定員５６４名に対して４９１名の集 

     客、率は８７．１％。 

問  １プログラム当たりの経費について  

答 実施費用として、大体1プログラム、５～６万円を見込      

     んでいる。 

問  令和２年度の取り組みについて  

答 令和元年度の経験を活かし、プログラム数を５０から６０ 

      に増やし、周知対象も大阪府内外に拡大して、本市 

      の観光資源をより多くの方に知っていただき、また来 

      たいと思っていただくプログラムづくりを進めていきた 

      いと考える。 

その他の質疑  

      予算増額の理由、人気プログラムについて  

災 害 対 策 事 業 

近い将来に起こるとされる巨大地震等の大規模災害に備

え、防災訓練等を実施するとともに、自主防災組織や防災士

会への活動支援、地区防災計画の策定支援、災害時の医療

備蓄物資の確保、感震ブレーカーの設置や防災士の資格取

得に対する補助を行い、地域防災力の向上に努める。また、

災害に強いまちづくりを計画的に進めていくため、国土強靭

化地域計画を策定する。 

問  災害に強いまちづくりの計画はどのようなものがあるか。 

答  地域自らが地域を守るために地域が主体となって作      

    成する地区防災計画や各部署の役割と行動を示した地 

     域防災計画などがある。 

問 令和２年度の事業目標は。 

答 自助、共助力の向上を大きな目標とし、総合防災ガイ      

         ドマップを改定する。改定したガイドマップを活用していた 

      だくための周知を図る。 

その他の質疑 

     自主防災組織や防災士会への活動支援の具体的な     

     内容について 

消 防 緊 急 通 信 指 令 シ ス テ ム 運 用 事 業 

消防緊急通信指令システム運用経費及び１１９番通報時や災

害現場等で電話通訳センターを介した三者間同時通訳を導入

する。 

問 三者間同時通訳の内容について 

答  日本語が話せない方からの１１９番通報を受信したときに 

      回線を保持したまま通信指令室から通訳コールセンター 

      へ接続し、通報者、通信指令員、オペレーターの三者間で 

      同時通訳が可能となる。また、救急現場において、救急 

      隊、傷病者、オペレーターとの三者間同時通話が可能と 

      なる。 

問 導入するに至った経緯について 

答 訪日外国人が増加しており、安心して松原市を訪れてもら 

      えるよう日本語が話せない方からの１１９番通報にも対応 

      することが必要と判断したため。 

問 対応言語について 

答 中国語や韓国語等、１８言語に対応している。 

その他の質疑 

      経費内訳、運用開始時期、周知方法、Net１１９の予算、  

      登録数、利用人数、今後の見通し等について 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

福
祉
文
教
委
員
会
所
管 

総
務
費 

▽
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
の
予

算
額
の
増
額
理
由
、
委
託
内
容
等
に
つ
い
て 

▽
市
政
広
聴
事
業
に
お
け
る
は
た
ち
の
夢
＆

ト
ー
ク
の
内
容
、
１
，
０
０
０
人
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
・結
果
の
市
政
へ
の
反
映
に
つ
い
て   

▽
防
犯
活
動
事
業
に
お
け
る
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
の
補
助
内
容
、
実
績
、

効
果
、
実
施
要
件
、
周
知
方
法
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て  

▽
自
治
振
興
事
業
に
お
け
る
報
償
費
の

内
訳
、
具
体
的
な
利
用
方
法
、
町
会
加

入
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て  

▽
防
犯
灯
補
助
事
業
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
の
設
置
台
数
・設
置
率
、
町
会
の
加
入

率
、
町
会
に
加
入
し
て
い
な
い
地
域
で
の

防
犯
灯
の
設
置
、
防
犯
灯
管
理
組
合
数

等
に
つ
い
て 

▽
防
犯
カ
メ
ラ
補
助
事
業
に
お
け
る
設

置
の
少
な
い
地
域
の
有
無
、
町
会
の
規

模
に
よ
っ
て
の
設
置
状
況
、
抑
止
力
が
最

大
限
活
か
せ
る
よ
う
な
配
置
方
法
の
検

討
に
つ
い
て   

▽
阪
神
高
速
道
路
大
和
川
線
沿
道
施
設

維
持
管
理
基
金
費
の
概
要
に
つ
い
て 

▽
人
権
政
策
推
進
事
業
に
お
け
る
予
算

額
の
減
額
理
由
、
市
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
係
る
人
権
侵
害
に
対
す
る

取
り
組
み
・対
応
に
つ
い
て   

▽
交
通
安
全
推
進
事
業
に
お
け
る
交
通

安
全
教
室
の
実
施
場
所
、
回
数
、
参
加

者
数
、
自
転
車
事
故
件
数
の
推
移
、
効

果
検
証
等
に
つ
い
て  

民
生
費 

▽
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
お
け

る
具
体
的
な
事
業
内
容
、
昨
年
度
の
支

援
実
績
、
委
託
料
の
内
容
・委
託
先
、
相

談
員
の
資
格
、
支
援
想
定
人
数
、
支
援

方
法
に
つ
い
て  

▽
金
婚
式
開
催
事
業
・敬
老
祝
券
贈
与

事
業
に
お
け
る
予
算
額
の
減
額
理
由
、

内
容
、
想
定
人
数
に
つ
い
て 

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
管
理
事
業
・グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理
事
業
に
お
け
る

両
事
業
の
予
算
額
の
差
、
利
用
人
数
、

競
技
人
口
、
委
託
先
等
に
つ
い
て   

▽
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事

業
に
お
け
る
対
象
者
の
要
件
・人
数
、
利

用
方
法
、
配
布
枚
数
に
つ
い
て  

▽
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
に
お
け
る

委
託
料
の
内
容
・積
算
方
法
、
利
用
者

数
、
自
己
負
担
額
、
相
談
通
報
の
件
数
・

内
容
、
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
つ
い
て  

▽
身
体
障
害
者
手
帳
取
得
診
断
料
助
成

事
業
に
お
け
る
課
税
世
帯
へ
の
給
付
件

数
の
減
少
、
給
付
廃
止
の
根
拠
に
つ
い
て  

▽
障
害
者
等
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

に
お
け
る
対
象
者
の
要
件
・人
数
に
つ
い
て 

▽
ま
つ
ば
ら
テ
ラ
ス
運
営
管
理
事
業
に

お
け
る
予
算
額
の
増
額
理
由
、
教
室
の

開
催
数
・参
加
人
数
、
利
用
内
容
、
施
設

の
利
用
率
等
に
つ
い
て 

▽
子
ど
も
・子
育
て
応
援
事
業
に
お
け
る

対
象
年
齢
の
根
拠
、
利
用
金
額
・時
間
、

沐
浴
は
対
象
と
な
る
か
等
に
つ
い
て  

▽
母
子
家
庭
等
対
策
総
合
支
援
事
業
に

お
け
る
給
付
人
数
、
申
込
・手
続
き
方

法
、
支
給
基
準
、
予
算
額
の
減
額
理
由
、

利
用
者
数
増
加
の
見
込
み
に
つ
い
て 

▽
留
守
家
庭
児
童
会
室
運
営
事
業
に
お

け
る
予
算
額
の
減
額
理
由
、
報
酬
の
増

額
理
由
、
職
員
手
当
・対
象
者
数
、
受
け

入
れ
人
数
の
増
加
に
対
し
職
員
数
が
同

じ
理
由
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
資
格
、
障
害
児

に
対
す
る
指
導
員
の
加
配
、
今
後
の
指

導
員
の
増
員
等
に
つ
い
て  

▽
公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
管
理
事
業

に
お
け
る
開
園
日
時
・募
集
人
数
、
保
育

内
容
・時
間
、
経
費
、
費
用
、
職
員
配
置

に
つ
い
て  

▽
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
お
け
る

対
象
者
の
減
少
に
対
し
予
算
額
増
加
の

理
由
、
府
に
対
す
る
負
担
金
増
額
の
働

き
か
け
に
つ
い
て 

衛
生
費  

▽
小
児
休
日
急
病
診
療
事
業
に
お
け
る

診
療
日
、
診
療
場
所
、
徳
洲
会
病
院
の

診
療
終
了
時
間
、
徳
洲
会
病
院
以
外
の

診
療
体
制
、
南
河
内
に
お
け
る
24
時
間

救
急
体
制
、
２
次
・３
次
病
院
に
つ
い
て 

▽
医
療
対
策
総
合
支
援
事
業
に
お
け
る
臨
床

研
修
医
に
対
す
る
支
援
内
容
・実
績
、
看
護
師

等
の
住
宅
借
り
上
げ
支
援
の
内
容
・補
助 

対
象
・期
待
す
る
効
果
に
つ
い
て 

▽
母
子
健
康
診
査
事
業
に
お
け
る
予
算

の
増
額
理
由
、
多
胎
妊
婦
へ
の
追
加
助

成
、
追
加
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
の

配
付
方
法
に
つ
い
て 

教
育
費  

▽ 

小
学
校
・中
学
校
卒
業
記
念
事
業
に
お
け

る
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
配
付
時
期
に
つ
い
て 

▽
市
立
小
学
校
セ
フ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
経
緯
、
実
績
、
委

託
料
の
減
額
理
由
、
委
託
先
、
管
理
員

の
人
数
・勤
務
時
間
・人
選
、
現
場
の

声
、
国
や
府
か
ら
の
補
助
、
研
修
の
実

施
、
今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て 

▽
児
童
・生
徒
理
解
活
動
（心
の
教
育
）

推
進
事
業
に
お
け
る
予
算
額
の
減
額
理

由
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
違
い
・役
割
・

配
置
・必
要
と
す
る
子
ど
も
の
人
数
、
不

登
校
の
人
数
、
部
活
動
指
導
員
・外
部
指

導
者
の
人
数
・内
訳
・選
定
方
法
・効
果
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム
の
概
要
・相
談
員
数
・

児
童
数
、
中
学
３
年
生
の
割
合
・進
路
に

つ
い
て  

▽
児
童
・生
徒
ハ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
に

お
け
る
い
じ
め
の
認
知
件
数
・傾
向
・
内
容
、

不
登
校
の
増
加
要
因
に
つ
い
て 

▽
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
の
取
り

組
み
内
容
、
申
請
・認
証
予
定
、
教
員
へ
の
負

担
、
取
組
み
方
法
の
見
直
し
等
に
つ
い
て 

▽
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ

の
看
護
師
配
置
事
業
（小
学
校
）に
お
け

る
昨
年
度
予
算
を
組
ん
で
い
な
か
っ
た

理
由
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
把
握

方
法
に
つ
い
て   

▽
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
援

助
事
業
（小
学
校
・中
学
校
）に
お
け
る

予
算
額
の
減
額
理
由
、
対
象
者
数
、
他

市
状
況
、
特
別
事
情
対
象
者
数
・内
容

等
に
つ
い
て 

▽
認
定
こ
ど
も
園
等
運
営
管
理
事
業
に

お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
数
・子
ど
も
の
人

数
、
予
算
増
額
の
理
由
、
民
間
認
定
こ
ど

も
園
数
の
増
加
見
込
み
に
つ
い
て 

▽
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
教

育
支
援
活
動
促
進
事
業
に
お
け
る
各
事

業
の
詳
細
、
地
域
の
教
育
リ
ー
ダ
ー
の

人
選
に
つ
い
て 

▽
市
民
図
書
館
管
理
運
営
事
業
の
報

酬
・職
員
手
当
等
の
内
訳
・委
託
料
の
内

訳
、
指
定
管
理
料
の
今
後
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
数
・養
成
に
係
る
予
算
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
内
容
、
分
館
の

職
員
配
置
等
に
つ
い
て  

▽
少
年
自
然
の
家
管
理
事
業
に
お
け
る

利
用
料
金
、
利
用
者
数
、
市
外
の
子
ど

も
の
利
用
料
金
、
事
業
実
施
理
由
に
つ
い
て 

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
自
主
事
業
の
目
的
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
種
類
・開
催
回
数
、
ア
ン

ケ
ー
ト
方
法
・感
想
に
つ
い
て 

▽
市
民
体
育
館
管
理
事
業
・市
民
プ
ー

ル
管
理
事
業
・市
民
道
夢
館
管
理
事
業

に
お
け
る
予
算
額
の
増
額
理
由
、
自
主

事
業
の
内
容
、
市
民
プ
ー
ル
に
係
る
委

託
内
容
・利
用
者
数
の
推
移
等
に
つ
い
て 

総
務
建
設
委
員
会
所
管 

▽
固
定
資
産
税
の
増
加
の
要
因
、
天
美

B
地
区･

新
堂
４
丁
目
地
区
の
税
収
、

市
街
化
調
整
区
域
の
割
合
、
市
民
税
全

体
の
予
算
減
額
の
理
由
、
個
人
市
民
税

の
予
算
微
増
の
理
由
等
に
つ
い
て 

総
務
費 

▽
公
共
施
設
循
環
バ
ス
運
行
事
業
に
お

け
る
広
告
の
掲
載
・料
金
や
申
し
込
み
状

況
、
バ
ス
の
利
用
者
数
、
休
日
運
行
の
検

討
、
停
留
所
数
等
に
つ
い
て 

▽
ふ
る
さ
と
応
援
感
謝
事
業
に
お
け
る

予
算
減
額
の
理
由
、
本
市
の
返
礼
品
、

今
後
の
事
業
の
検
討
課
題
等
に
つ
い
て 

▽
松
原
市
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
け
る
委
託
先
、

令
和
２
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
等
つ
い
て 

▽
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
事
業
の
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
枚
数
と
令
和
２
年

度
の
目
標
枚
数
、
委
託
料
の
内
訳
、
負

担
金
・補
助
及
び
交
付
金
の
増
額
の
理

由
、
今
後
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
活
用

範
囲
等
に
つ
い
て 

衛
生
費 

▽
天
美
北
環
境
監
視
局
維
持
管
理
事
業

に
お
け
る
天
美
北
環
境
監
視
局
の
体

制
、
職
員
の
配
置
、
業
務
内
容
に
つ
い
て 

▽
不
燃
物
・粗
大
ご
み
処
理
業
務
に
お

け
る
予
算
減
額
の
理
由
、
処
理
量
の
減

量
の
理
由
、
委
託
料
の
内
訳
、
令
和
２
年

度
の
電
話
申
込
制
の
受
付
体
制
、
着
信

状
況
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
状

況
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て 

▽
資
源
ご
み
処
理
業
務
に
お
け
る
予
算

増
額
の
理
由
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
排

出
方
法
の
周
知
等
に
つ
い
て 

産
業
経
済
費  

▽
地
産
地
消
普
及
促
進
事
業
に
お
け
る

委
託
先
、
出
店
者
数
、
市
内
出
店
者
数

の
割
合
、
今
後
の
料
理
教
室
の
開
催
状

況
等
に
つ
い
て 

▽
観
光
事
業
の
予
算
増
額
の
理
由
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
参
加
す
る
経
緯
・

利
用
料
・開
始
時
期
・設
置
場
所
・他
市

の
実
施
状
況
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ト
誘
客
の
取

り
組
み
方
法
、
立
部
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
理
施
設
か
ら
ト
イ
レ
休
憩
所
へ
の
改

修
時
期
、
道
路
案
内
標
識
設
置
場
所
等

に
つ
い
て 

▽
消
費
者
対
策
事
業
に
お
け
る
予
算
増

額
の
理
由
、
消
費
生
活
相
談
員
の
人
数
・

業
務
内
容
・相
談
件
数
・相
談
内
容
・特

殊
詐
欺
の
被
害
件
数
、
通
話
録
音
装
置

設
置
の
効
果
、
通
話
録
音
装
置
の
貸
出

し
の
流
れ
等
に
つ
い
て 

土
木
費 

▽
道
路
維
持
補
修
業
務
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
経

緯
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
選
択
し
た
理
由
、
導
入

ま
で
の
期
間
、
メ
リ
ッ
ト
、
周
辺
で
導
入

さ
れ
て
い
る
自
治
体
、
周
知
方
法
、
電
話

等
の
年
間
問
い
合
わ
せ
件
数
等
に
つ
い
て 

▽
市
営
住
宅
管
理
費
に
お
け
る
市
営
住

宅
の
数
お
よ
び
各
築
年
数
、
三
宅
団
地

の
改
修
計
画
、
別
所
団
地
の
改
修
計
画

お
よ
び
空
き
家
戸
数
等
に
つ
い
て 

▽
空
き
家
対
策
事
業
に
お
け
る
令
和
２

年
度
の
取
組
み
、
現
存
す
る
危
険
空
き

家
の
件
数
等
に
つ
い
て 

消
防
費 

▽
常
備
消
防
活
動
事
業
に
お
け
る
研
修

内
容
、
研
修
派
遣
の
経
費
、
派
遣
者
の

選
出
方
法
、
研
修
受
講
後
の
職
員
の
変

化
等
に
つ
い
て 

▽
防
災
設
備
整
備
事
業
に
お
け
る
令
和

２
年
度
の
防
災
無
線
の
維
持
管
理
方

法
、
委
託
料
の
内
訳
、
避
難
所
看
板
の

更
新
数
及
び
経
費
等
に
つ
い
て 

▽
防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る

今
後
、
備
蓄
の
増
加
計
画
に
つ
い
て
、
各

小
・中
学
校
の
備
蓄
品
の
割
合
等
に
つ
い
て  

松
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計  

歳
入
に
つ
い
て 

▽
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
お
け
る
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
以
外
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
対
象
事
業
、

取
り
組
み
と
成
果
の
評
価
の
違
い
、
交

付
金
の
積
算
根
拠
、
交
付
金
の
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
充
当
項
目
に
つ
い
て 

▽
保
険
料
収
入
の
増
額
理
由
、
保
険
料

と
給
付
費
の
今
後
の
推
移
、
高
額
療
養

費
の
増
額
理
由
、
保
険
料
や
減
免
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て 

歳
出
に
つ
い
て 

▽
特
定
健
康
診
査
等
事
業
に
お
け
る
受

診
率
の
実
績
と
令
和
２
年
度
の
見
込

み
、
受
診
勧
奨
の
内
容
、
年
代
別
の
受
診

率
、
自
己
負
担
金
が
無
料
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
効
果
、
国
へ
の
検
査
項
目
の
追
加

要
望
に
つ
い
て 

▽
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
の

委
託
先
、
事
業
の
開
始
時
期
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
の
人
工
透
析
者
数
、

事
業
実
施
効
果
等
に
つ
い
て 

松
原
市
水
道
事
業
会
計 

▽
当
年
度
純
利
益
、
水
道
料
金
の
考
え
方
、
新

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
係
る
経
費
、
策
定
後
の 

取
り
組
み
に
係
る
予
算
に
つ
い
て  

松
原
市
下
水
道
事
業
会
計 

▽
運
営
資
金
の
考
え
方
、
補
助
金
な
ど

の
国
へ
の
要
望
に
つ
い
て 

松
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計 

▽
要
介
護
認
定
者
数
・給
付
件
数
の
実
績
、

要
介
護
認
定
者
数
増
加
見
込
み
の
根
拠
、

第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
の
減
額
理
由
、
保 

険
給
付
費
の
急
増
理
由
に
つ
い
て 

▽
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
等
事
業
の
予
算

増
額
理
由
、
策
定
委
員
会
の
委
員
構
成
、
事
業 

計
画
策
定
に
よ
る
効
果
等
に
つ
い
て 

▽
認
定
調
査
事
業
に
お
け
る
調
査
件
数

増
加
の
理
由
、
認
定
結
果
ま
で
に
要
す

る
期
間
、
認
定
結
果
が
出
る
ま
で
に
重

篤
化
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
か
、
入
院

中
の
認
定
調
査
に
つ
い
て 

▽
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
事
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

数
の
推
移
と
令
和
２
年
度
の
事
業
者
数
・

利
用
者
数
の
見
込
み
、
住
所
地
特
例
の

内
容
・手
続
き
に
つ
い
て 

▽
地
域
自
立
生
活
支
援
事
業
の
予
算
増

額
理
由
、
成
年
後
見
人
制
度
に
お
け
る

市
長
申
し
立
て
の
内
容
、
市
長
申
し
立

て
件
数
の
実
績
、
報
償
費
の
金
額
と
支

払
要
件
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
内
容
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
内
容
、
令
和
２
年
度
養
成
講
座
の
実

施
内
容
、
元
希
者
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
及

び
実
績
、
地
域
支
え
合
い
推
進
員
の
取

り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て 

松
原
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計 

▽
予
算
増
額
の
理
由
、
保
険
料
率
引
き

上
げ
の
根
拠
、
軽
減
特
例
、
今
後
の
被

保
険
者
増
加
に
伴
う
給
付
費
等
の
見
通

し
に
つ
い
て  

その他の質疑 


